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代
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乃木静子

総
す
る
取
り
組
み
が
、
山
内
同
地
の
陀
児
品
市
で
地
ん
で
い

る
。
日
露
戦
争
(1
9
0
41
m
年
)
で
長
男
と
次
男
を
失

っ
た
悲
し
み
に
耐
え
、
明
治
夫
息
一の
死
の
後
を
追
っ
て
夫

婦
で
心
中
。「
殉
死
」
と
あ
が
め
ら
れ
、

一
度
は
銅
像
が
建

て
ら
れ
た
。
銅
像
は
太
平
洋
戦
争
で
銃
弾
の
材
料
に
す
る

た
め
に
揺
が
接
収
。
戦
後
は
箪
国
主
総
復
活
に
つ
な
が
る

と
雛
戒
さ
れ
、
再
建
さ
れ
な
か
っ
た
。
再
建
を
目
指
す
人

た
ち
は
「
静
子
も
戦
争
の
被
富
者
。
銅
像
で
平
和
を
訴
え

た
い
」
と
H
月
の
建
立
を
回
線
に
、
資
金
を
募
っ
て
い
る
。

出
身
の
鹿
児
島
接
収
さ
れ
た
銅
像

住
民
、
再
建
ヘ
資
金
募
る

静
子
は
溜
医
の
家
に
生
ま
れ
、

初
歳
で
長
州
(山
口
県
)
出
身
の

乃
木
と
結
師
惜
し
た
。
乃
木
が、

6

万
人
の
紋
死
傷
者
を
出
し
た
中
国

.
旅
順
攻
脳
作
械
を
指
抑
し
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
愛
息
2
人
を
戦
争

8
1
1
9
2
1)が
1
9
1
9
年、

で
失
っ
た
際
も
悲
し
み
を
表
に
出
静
子
の
家
が
あ
っ
た
同
市
新
屋
敷

さ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

町
の
甲
突
川
左
岸
に
建
立
し
た
。

静
子
の
銅
像
は
、
鹿
児
日同
市
出
接
収
の
詳
し
い
時
期
は
分
か
っ
て

身
の
叩
護
家
村
野
山
川

(1
8
4
お
ら
ず
、
今
は
台
腹
だ
け
が
残
る
。
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戦
後
、
市
民
か
ら
再
建
を
求
め

る
声
が
何
度
か
山
た
が
、
殉
死
を

一

軍
国
主
と
結
び
つ
け
る
一括

蕊

一

見
が
あ
り
、
市
は
消
極
的
だ
っ
た
。

2
0
1
2年
の
決
後
1
0
0
年
を

機
に
、
屋
蚊
跡
周
辺
の
住
民
の
間

一

で
再
建
を
目
指
す
機
運
が
高
ま
一

り、

M
年
9
月
に

「乃
木
野
ヂ
夫
一

入
車
中
賛
会
」
を
結
成
。
残
っ
た
台
一

座
の
隣
に
再
廷
す
る
こ
と
に
し
、

一

街
頭
な
ど
で
募
金
を
集
め
て
い

一

る
。
建
立
費
用
は
1
千
万
円
を
見

一

込
み
、
既
に
半
分
が
集
ま
っ
た
。日

会
の
部
務
局
長
で
、
日F
時
制
勝
屯

く
の

「船
魂
神
社
」
神
職
宮
田
昇
一

さ
ん

a)は
「
合
壁
存
で
は
寂
一

し
い
と
幼
い
こ
ろ
か
ら
思
っ
て
い

一

た
。
静
子
の
人
柄
と
悲
劇
を
伝
え
一

る
銅
像
に
な
れ
ば
い
い
」
と
話
し
一

た
。
裁
金
の
詳
細
は
同
会
H
0
9

9
(
2
2
6
)
7
4
57
H
ま
た

は
会
ホ
l
ムベ
l
ジ
。

(
れ
程
前
八
州
)
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